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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ʲετʔϦʔʳ

　̧̟備前河Ӻはฌݝݿ赤穂市ʵ。昭和 38
（1963）年の越ݝ合併までは、浦はԬ山ݝにଐ
していた。この地区には、江戸時代にݐてられた
とࢥわれる「播磨備前国境石」が今も残されてい
る。ここから、瀬戸内海にුかぶ取༲島を見通し

たϥΠϯが、播磨と備前の海の国境であった。
　かつての国境には鳥打ಕがあり、旧֗道が通っ
ていた。備前֗道ではないもう一つの֗道として、
ཱྀ人の安શをفる地ଂや道Ҋ内の道ඪが、今も多
く残されている。
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